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と小学校は平成 32年度から，中学校は平成 33年度から新学習指導要領の全面実施となる予定である 2)。文部科
学省初等中等教育局長の前川喜平は，インタビューにおいて平成 28年度中の学習指導要領の改訂を予定している
































  ③グローバル化に対応する力 
  ④持続可能な社会づくりに関わる実践力 
 

































































































































  ⅱ仮説を検証するための情報が、本文や資料として明示されているか。 
ⅲ社会事象の因果関係が理解できる構成になっているか。 

















Ⅱ「分かる」過程 ○の事例数 △の事例数 ×の事例数 
内容 
① なぜ疑問 ３ ５ １ 
② 検証のための資料 ４ ５ ０ 
③ 探究可能な構成 ０ ３ ６ 
④ 因果関係の明示 ３ ４ ２ 
Ⅲ「考える」過程 ○の事例数 △の事例数 ×の事例数 
内容 
価値判断 
① 対立軸 ２ ０ ７ 
② 知識の活用 ０ ２ ７ 























Ⅱ「分かる」過程 ○の事例数 △の事例数 ×の事例数 
内容 
① なぜ疑問 １３ １ １４ 
② 検証のための資料 ３ ７ １８ 
③ 探究可能な構成 １１ ８ ９ 
④ 因果関係の明示 １２ ５ １１ 
Ⅲ「考える」過程 ○の事例数 △の事例数 ×の事例数 
内容 
価値判断 
① 対立軸 ６ １ ２１ 
② 知識の活用 ２ ２ ２４ 










































































































































 授業名   授業の目標 
１時 地球環境問題と国際的な取組 ・地球温暖化のメカニズムを知る。 
・温暖化は国境を越えた問題なので，国際会議 
によって二酸化炭素削減目標を各国が定め努力しようとして
いる。                  (知識・理解)   
２時 日本のCO2削減目標 ・京都議定書の削減目標の達成について知る。 
・削減目標達成のためには，どのような取組が必要かを知る。 
３時 自然エネルギーと発電コスト ・日本のエネルギー別発電量の現状について知 
る。 
・再生可能エネルギーの特徴についてまとめる。 



































































































5) 国立教育政策研究所 4)前掲書,p.21. 
6) 三宅ほなみ監訳 P.グリフィン，B.マクゴー，E.ケア編著『21世紀型スキル』北大路書房，2014.4，265p. 
7) 「なぜ」という問いをもとに子どもが説明的知識を習得する社会科授業構成理論には，岩田一彦の「概念探究
型社会科」や米田豊の「探究Ⅰ・Ⅱ」がある。本研究では，米田の「探究Ⅰ・Ⅱ」の授業構成理論に依拠して
いる。 
 
